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カキのノロウイルス対策に関する
国際的な動向について

カキのノロウイルスに係る平常時の水準調査委員会 2019年6月28日

国立保健医療科学院

三浦 尚之

自己紹介
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略歴

2010年3月 東北大学 大学院工学研究科土木工学専攻 博士課程後期修了

2010年4月 北海道大学 大学院工学研究院環境創成工学部門 博士研究員

2012年7月 フランス海洋開発研究所（Ifremer） 博士研究員

2015年7月 東北大学 未来科学技術共同研究センター 准教授

2016年10月 国立保健医療科学院 生活環境研究部 主任研究官

Ifremer 微生物学研究室 室長

Dr. Françoise Le Guyader
・EUにおけるカキのノロウイルス水準調査に関して科学的・技術的助言

・開発したノロウイルスのリアルタイムPCRアッセイ（2005年）は，ISO/TS 15216-1
に採用

・カキ消化組織（中腸腺）上のA型類似糖鎖にノロウイルスが特異的に結合すること
を発見（2006年）

shiori_shibata770
スタンプ
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発表内容
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１．二枚貝の喫食を原因とする食中毒に対するEUにおけ

る対策と課題

(1) これまでの対策

(2) 課題と対応状況

２．EUにおける現在の取り組み

１．EUにおける対策と課題

(1) これまでの対策
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・養殖海域の下水による汚染のコントロール

・養殖海域のクラス分けとモニタリング

・販売のための加工（浄化，転地，調理）

・最終生産物のコントロール（品質試験，

トレーサビリティ）

Class 微生物学的基準（E. coli/100 g）

A 検体の80%： < 230
残りの20%： < 700

B 検体の90%： < 4,600
残り10%： < 46,000

C < 46,000

EU Regulation No 854/2004

EU Regulation No 853/2004

Directive 2000/60/EC
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(2) 課題と対応状況
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・細菌性の食中毒は激減したが，ウイルス性の食中毒は発生し続けている

- Class A (< 230 E. coli/100 g)で養殖されたカキを原因とした

ノロウイルスの集団感染

- ペルーから輸入された二枚貝（Donax spp.）を原因とした

A型肝炎ウイルスの集団感染（2008年，スペイン）

・国によって対応が異なる

例えば，食中毒の原因となったカキ養殖海域に対して

- フランス：28日間の閉鎖処分

- アイルランド：閉鎖処分（期間は個別に判断!?）
- UK，スペイン：対応しない

・平常時にどのくらいの汚染レベルなのかデータがない

・二枚貝におけるノロウイルス濃度の基準がない

http://fishsizematters.eu/en/species/donax-clams/

ラグーン処理

MBRプラント

(2) 課題と対応状況
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・人口の増加に伴い，Class Bの海域数が増加している

・冬季の大雨・豪雨による未処理下水の流入

- フランスの一部の地域では下水処理方式を変更

ラグーン処理 →膜分離活性汚泥（MBR）法

MBRプラント

MBR
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膜分離活性汚泥法（MBR法）による集落排水の処理
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標準活性汚泥法

MBR法

B

P

P
嫌気槽 MBR

好気槽 最終沈殿池

B

嫌気槽

Mixer

Mixer

ノロウイルス

除去効率

＝1 − >6.8 log
（膜孔径0.4 μm）

ノロウイルス

除去効率

＝平均 2 log

Sima et al., 2011
Miura et al., 2015
Miura et al., 2018

(2) 課題と対応
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・2011年にFood Safety Authority of Irelandは，European Food Safety 
Authority (EFSA)に対し，二枚貝のノロウイルス対策について科学的見解を

求めた

EFSAの回答（2012年）

・リスク管理者は，収穫され市場に並ぶカキに

ついて，許容されるノロウイルス濃度を設定す

ることを検討すべきである

・策定された許容ノロウイルス濃度を順守して

いるかの検証には，欧州標準化委員会（Comité
Européen de Normalisation, CEN）で認められ

た方法を用いるべきである

EFSA Panel on Biological Hazards (BIOHAZ); Scientific Opinion on 
Norovirus (NoV) in oysters: methods, limits and control options. 
EFSA Journal 2012;10(1):2500.
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(2) 課題と対応
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欧州標準化委員会（Comité Européen de 
Normalisation, CEN）のワーキンググループが，

二枚貝を含めた食品試料からのA型肝炎ウイルス

とノロウイルス検査方法をISO法として開発す

ることを提案

ISO/TS 15216-1（2013年初版，2017年改訂版）

二枚貝中のノロウイルスを検出するための信頼性の高い検査方法

(2) 課題と対応
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・PCR法による遺伝子検査は，感染性のあるウイルスと感染性を失ったウ

イルスの両者に由来する遺伝子を検出する

→健康被害が発生していないカキからもウイルス遺伝子が検出される

場合がある

・リアルタイムPCR法によってシグナルが検出されても，定量できない場

合がある（定量下限値以下の陽性）

・摂取したノロウイルス量と発病（用量-反応）の関係についてデータが不

足している

→食中毒事例の疫学調査が必要であるが，平常時におけるカキのノロ

ウイルス濃度のデータも必要

カキの許容ノロウイルス濃度を設定する際の課題
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(2) 課題と対応
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・European Commissionは，EFSAに対し，平常時におけるカキのノロウイ

ルス濃度調査の設計について技術的助言を求めた

サンプリング，分析，データ解析の方法につい

てEFSAが回答 →
EFSA; Technical specifications for a European baseline survey of 
norovirus in oysters. EFSA Journal 2016;14(3):4414.

EUは調査を実施

調査目的：養殖海域および配送センターのカキ

におけるノロウイルス濃度の水準を

明らかにする

調査期間：2016年11月～2018年10月（2年間）

参考資料１

２．EUにおける現在の取り組み
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高効率なカキのノロウイルス検査方法の開発（2013年）

検査方法の検証

外部精度管理の実施（2014〜2016年）

平常時の水準調査（2016〜2018年）

- ワーキンググループの最終会議（2019年6月19・20日）

- 報告書の公開（2019年7月下旬）

☐ リスク評価

- 平常時と食中毒発生時のカキのノロウイルス濃度を比較

☐ リスク管理

- 許容されるカキのノロウイルス濃度を設定!?


